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4.「良い地」における
「小麦と大麦」の奥義
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1.「良い地」とは
●神がアブラハムに与えると約束された
「わたしが示す地」が「カナンの地」
であり、「良い地」です。また、
「乳と蜜の流れる地」
「安住の地、ゆずりの地」
「父祖たちに与えると誓った地」
「どの地よりも麗しい地」
「主が絶えず目をとどめておられる地」
とも言われています。これらがすべて
キリストを啓示するたとえであるなら、具体的にどのように
啓示されているのかを学んで行きたいと思います。



2.「小麦、大麦」という穀物
●今回取り上げるのは、「良い地」における穀物、すなわち、
「小麦」と「大麦」についてです。
【新改訳2017】申命記8章8節
小麦、大麦、ぶどう、いちじく、
ざくろのある地、
オリーブ油と蜜のある地である。

(1)「小麦」・・「ヒッター」(חִטָּה)
(2)「大麦」・・「セオーラー」(שְׂעֹרָה)
●これは預言的です。つまり御子イェシュアが来ないと理解できない話で
す。なぜ「大麦と小麦」ではなく、「小麦と大麦」なのでしょうか。



3.「小麦」の奥義 ①
●収穫の順序からすれば「大麦と小麦」ですが、神の視点からすると
「小麦と大麦」なのです。麦の質の問題ではなく、神の与える地が
「良い地」であるための必然なのです。ですから、霊の中で受け留め
る必要があります。
●新約聖書で「小麦」という訳語で検索すると4件ヒットします。し
かもそれらは字義通りの「小麦」です。しかし、ギリシア語の小麦を
意味する「スィトス」(σῖτος)で検索すると14件がヒットします。そ
の中で最も重要な箇所はヨハネの福音書12章24節です。

【新改訳2017】ヨハネの福音書12章24節
まことに、まことに、あなたがたに言います。一粒の麦は、地に落ち
て死ななければ、一粒のままです。しかし、死ぬなら、豊かな実を結
びます。※ここの「麦」が「小麦」「スィトス」(σῖτος)なのです。



3.「小麦」の奥義 ②

●イェシュアの語ることばは「霊であり、いのち」です。この12章
24節がなぜ重要かと言えば、「まことに、まことに、あなたがたに
言います」と注意を喚起しているからです。その内容は「一粒の麦は、
地に落ちて死ななければ、一粒のままです。しかし、死ぬなら、豊か
な実を結びます」と言って、イェシュアはご自身を「一粒の麦」にた
とえて、その贖いの死とそれがもたらす結実を語っています。



3.「小麦」の奥義 ③
●「一粒の麦」は肉体となった
イェシュアを表しています。それが
地に落ちて死に、葬られるのです。
十字架で死んだキリスト、葬られた
キリストが「一粒の(小)麦」にたと
えられているのです。しかも、その
ことがイェシュア自身の口から語ら
れていることが重要です。つまり、
「小麦」はキリストの死を象徴しているのです。

●では「大麦」(「セオーラー」שְׂעֹרָה)の奥義とは何でしょう。その
初出箇所は出エジプト記9章31節です。確認しておきましょう。ちな
みに「小麦」の初出箇所は創世記30章14節(「麦」と訳出)。



4.「大麦」の奥義 ①
●「大麦」は「初穂の祭り」で神に献げられる穀物です。イスラ
エルの人々は「過越の祭り」の後の安息日の翌日を「初穂の祭
り」として、各自、その年に収穫された「大麦」の束を祭司のと
ころに持って行かなければなりませんでした。祭司はその束を主
の前で揺り動かさなければなりませんでした。この「揺らすささ
げ物」はキリストの復活を啓示するものでした。キリストが復活
した日には「大きな地震」が起こったことを聖書は記しています
(マタイ28:2)。地震という自然現象もキリストの復活を表す啓
示となっているのです(マタイ27:51～54も参照)。
●このように「大麦」はキリストの復活を象徴しているのです。



4.「大麦」の奥義 ②
●「大麦」はギリシア語で「クリスィノス」(κρίθινος)
です。この「大麦」にまつわる話がヨハネの福音書にあ
ります。どこに記されていると思いますか。

●それは6章にある「五千人の給食」の話で、一人の少年がささげた
「五つのパン」の「パン」が「大麦のパン」だったのです。この奇蹟
は共観福音書(マタイ、マルコ、ルカ)のすべてにも記載されています
が、そのパンが「大麦」で作られていたことを記しているのは、ヨハ
ネの福音書だけです。ヨハネはそれを「しるし」として記したのです。



4.「大麦」の奥義 ③
【新改訳2017】ヨハネの福音書6章10～13節

10 イエスは言われた。「人々を座らせなさい。」その場所には草がたくさん
あったので、男たちは座った。その数はおよそ五千人であった。

11 そうして、イエスはパンを取り、感謝の祈りをささげてから、座っている人
たちに分け与えられた。魚も同じようにして、彼らが望むだけ与えられた。

12 彼らが十分食べたとき、イエスは弟子たちに言われた。
「一つも無駄にならないように、余ったパン切れを集めなさい。」

13 そこで彼らが集めると、大麦のパン五つを食べて余ったパン切れで、
十二のかごがいっぱいになった。

(1) この箇所で最も重要な語彙は何だと思いますか。
(2) なぜ「大麦のパン」なのでしょうか。

ヨハネの福音書は「しるし」の書です。重要なことを啓示して
いるということです。



4.「大麦」の奥義 ④
回答

(2) 「大麦」が復活のキリストを象徴しているからです。「大麦」は死
からのよみがえりの「初穂」(=レーシート/רֵאשִׁית)となられた
キリストです。

(1) 重要な語彙とは、
「一つも無駄にならないように、・・集めなさい」です。
なぜなら、それは神が人に与えるいのちのパンであるからです。
その復活のキリストを決して「無駄にしないように」、つまり

「それによって生きよ」というメッセージとなっているのです。



4.「大麦」の奥義 ⑤
●イェシュアが「五千人の人々」に食べさせたのは、「五つのパンと二匹の魚」で
した。なぜパンが「五つ」なのか、なぜ魚が「二匹」なのかといえば、それらが聖
書(旧約)のことを指しているからです。ユダヤ人はこれを「タナフ」(�ַתַּנ)と言い
ます。なぜ「タナフ」なのかといえば、「モーセ五書」(「トーラー」 וֹרָהתּ )と
「預言書」(「ネヴィーイーム」 בִיאִיםנְ  )と「諸書」(「ケトゥーヴィーム」

תוּבִיםכְּ  )のそれぞれの頭文字を取っているからです。
●イェシュアが人々に食べさせたのはタナフです。パウロがローマ書で語っている
ように「律法(タナフ)が目指すものは、キリスト」(10:4)だからです。これは、
キリストという鍵がないと「罪と死の律法」となってしまうことを言っているので
す。つまり、キリストのない律法は「いのちのない文字(もんじ)の教え」となって
しまいますが、キリストのある律法は「いのちをもたらす教え」となるのです。エ
レミヤの「新しい契約」はそのことを意味しています(エレ31:31～34)。



4.「大麦」の奥義 ⑥
●「五千人の給食」の奇蹟における最も重要でエキサイティングな出
来事は、「彼らが十分食べた」(ヨハ6:12)ことです。マタイには
「人々はみな、食べて満腹した」とあります。この「満腹した」を意
味するヘブル語動詞「サーヴァー」( בַעשָׂ  )は初出箇所(出16:8)で、
イスラエルの民が荒野で飢え渇いて神につぶやいた時に、モーセが
「主は夕方にはあなたがたに・・朝には満ち足りるほどパンを与えて
くださる」と語ったことばに使われています。何もない荒野で、神は
彼らに「満ち足りるほどのパン」を与えたのです。

●イェシュアはまさに「神の口から出る一つ一つのことばで生きた」
人(=リビング・トーラー)であり、人々に神の口から出ることばを語っ
て人を生かすことのできる方なのです。



4.「大麦」の奥義 ⑦
●人が生きるに必要なことは、「神の口から出る一つ一つのことばに
よる」のであって、神の口から出ることばを語るイェシュアと、その
イェシュアが語ることばに飢え渇くことです。それがイェシュアの言
う「義に飢え渇く」ことであり、そしてそのような者は例外なく、や
がて御国において完全に「満ち足りる」のです(マタイ5:6)。それゆ
え、天の御国は爆発的な喜びと感動に満ちたところと言えるのです。
●使徒パウロは「聖霊は私たちが御国を受け継ぐことの保証です」と
言っています(エペソ1:14)。とすれば、主にある私たちは、いよい
よ神のことばを聞くことを「求め続け」「探し続け」「たたき続け」
なければなりません。そうすることで御霊が人の霊の中で働き、以下
のパウロの祈りのことばが私たちのうちに実現されてくるのです。



4.「大麦」の奥義 ⑧
【新改訳2017】エペソ人への手紙1章18～19節

18 また、あなたがたの心の目がはっきり見えるようになって、
神の召しにより与えられる望みがどのようなものか、
聖徒たちが受け継ぐものがどれほど栄光に富んだものか、

19 また、神の大能の力の働きによって私たち信じる者に働く
神のすぐれた力が、どれほど偉大なものであるかを、
知ることができますように。

●この祈りは、「あなたがたの心の目(「アイン」עַיִן)がはっきり見えるよう
になって、・・を知ることができますように」という祈りです。「・・」
にある三つの部分(「望み」「受け継ぐもの」「神のすぐれた力」)はすべ
てキリストを指し、泉(アイン)の源泉を知ることを求める祈りなのです。



4.「大麦」の奥義 ⑨
●このように考えるなら、イェシュアの言われた「一つも無駄にならない
ように、・・集めなさい」ということばが重要な意味をもつことが分かる
のではないでしょうか。一時の満たしで満足してしまうのではなく、神が
与えてくださる大麦、すなわち復活のキリストの無尽蔵ないのちを無駄に
することなく味わうように、という招きのことばなのです。
●プロテスタント教会は聖書を読み、これに命をかけて来ました。宗教改
革者のルターは聖書に沈潜して、聖書の精髄としての福音を発見しました。
それは1514年の詩篇講解の最中でした。次にルターは、人々が聖書を自国
語で読めるように、民衆の言葉(ドイツ語)に翻訳しました。その背後には
「人は神のことばによって生きる」という確信がありました。ですから、
たとえどんな理由があったにせよ、キリスト者が聖書を読まなくなるとい
うことは「死に至る病」となるのです。



今回のまとめ
●今回は「良い地」の「小麦と大麦」が「キリストの死と復活」
を啓示していることを学びました。特に「大麦」は、キリストの
復活の初穂を啓示するものです。その初穂であるキリストを食べ
ることによって、私たちの渇きは満たされるのです。それゆえ、
イェシュアの語ったことばである「義に飢え渇く者は幸いです。
その人たちは満ち足りるからです」を覚えたいと思います。
(※ここでの「満ち足りる」は「満腹になる」で未来形受動態です。)

「キリストがすべて」となるために!!
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